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工事が進む都城志布志道路都城ＩＣの隣接地に立地するマキタ運輸の本社

水元氏 東取締役 瀬戸山取締役
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みるみるうちに壁とトラス屋根が組み上がった施工中の２棟目の倉庫　

１棟目の倉庫のトラスの架設状況　

トラックが頻繁に出入りする１棟目の木造倉庫　

河野代表取締役 立箱代表取締役

　都城での木造非住宅建築の火付け役
とも言える存在が、ビッグハウスの立
箱代表取締役だ。年前に会社を立ち
上げ、２×４パネルの加工組立を手掛
けてきたが、「海外のように、工場を木
造のネイルプレートトラスでつくりた
い」と思い立ち、６年前にオーストラリ
アに社員を派遣してトラスの組立など
の研修を受けさせた。特に顧客からの
ニーズがあったわけではなく、「手掛
けている会社や施工事例が少なかった
ので、いけるのではないかと思った」
ときっかけを語るが、現在の都城の状
況を見れば〝慧眼〟そのものである。
　ただ、勉強をしても日本に需要はな
かった。実際のネイルプレートトラス
の実績は、「４、５年前に施工した豚
舎が最初だった」という。Ｃ＆Ｓを設
計者として複数件の実績を積んだ後、
「Ｓ造の体育館の計画があったが、コ
ストが高く、木造で提案した」（河野
代表取締役）ことが採用された。その体
育館をマキタ運輸に紹介したことが、
今回の倉庫の施工につながった。

　Ｃ＆Ｓの河野代表取締役は、「Ｓ造
の場合、杭が必要になり、部材も大き
くなる。それに対して木材は軽く、ベ
タ基礎で良い。それが一番のメリット」
と、コスト・工期の短さの秘密を解説
する。トラスに使用する２×４工法用
製材（ディメンションランバー）はＪ
ＡＳ規格で規定されており、「ＪＡＳ
構造材を使用する建築物に対して補助
金がでるようになったことも大きなポ
イント」と明かす。ネイルプレートト
ラスであれば、「構造計算のソフトも日
本のソフトで計算できる。建築確認の
構造審査を省略できる『４号特例』の

適用対象が、延べ平方㍍超から
平方㍍超に引き下げられるが、ネイル
プレートトラスであれば問題ない」と、
構造計算上のハードルも低い。

　立箱代表取締役がオーストラリアに
社員を派遣してから年弱で、都城で
木造非住宅の建築の機運は盛り上がり
始めている。軽量鉄骨の値上がりでコ
スト優位性がさらに高まったことで、
「木造で倉庫などを建設できることを
顧客や設計者が知り、工期の短さや室
内環境の良さも含め、積極的に周囲に
紹介してもらえている」と話す。
　現在は、木造トラスの売り上げが全
体の３割を占めるほどに成長してお
り、「来年、再来年には６、７割にま
で増えるのではないか」と見込む。木
造工場のさらなる知名度向上に向け、
「高速道路の近くなどよく見える場所
に、既に実績のある㍍スパンの
トラスを組み立てて、ＰＲしてみたい」
とも語る。
　今後は、生産性向上に向け「施工状
況などを社員に〝見える化〟したい。
製造現場でも、機械化、ロボット化を
進め、特に重量物を人が持たない体制
をつくりたい」と、前進の歩みを止め
るつもりはない。

壁と屋根トラスが組み上がった２棟目の倉庫の屋内　

▷工事名称仮称（株）マキタ運輸荷捌き倉庫棟
新築工事

▷建築主マキタ運輸
▷設計者Ｃ＆Ｓ
▷施工者都北産業
▷木材供給会社ビッグハウス
▷規模倉庫棟・木造（枠組壁工法）平屋建て、
荷捌き場棟Ｓ造平屋建て延べ，平方㍍

▷用途倉庫業を営む倉庫
▷工期年４月年７月
▷建設地宮崎県都城市都北町他

▷工事名称（株）マキタ運輸桜木倉庫新築工事
▷建築主マキタ運輸
▷設計者Ｃ＆Ｓ
▷施工者都北産業
▷木材供給会社ビッグハウス
▷規模倉庫棟・木造（枠組壁工法平屋建て、
荷捌き場・Ｓ造平屋建て、事務所棟・木造
（軸組み工法）平屋建て、延べ平方㍍

▷用途倉庫業を営む倉庫
▷工期年１月年４月
▷建設地宮崎県都城市山高城町桜木３

　宮崎県都城市で、倉庫など非住宅建築物を木造で建設する機運が高まっている。ツーバイフォー（２×

４）パネルの加工組立を手掛けるビッグハウス（宮崎県高原町）の立箱尚登代表取締役がネイルプレート

トラスと２×４の組み合わせで大空間を構築する考え方を地域に持ち込み、Ｃ＆Ｓ（宮崎県都城市、河野

茂代表取締役）が実績を積み上げた結果、県内有数の大企業であるマキタ運輸（宮崎県都城市、牧田信良

代表取締役）が倉庫で採用し、さらに評判が評判を呼んで広がっている。


